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体育的学力の確かな定着を目指した，
「わかってできる」体育授業

－知識と技能を関連させた学習を通して－

福岡市立高宮中学校
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公開授業①　　第1学年　「バレーボール」　　　体育館

公開授業②　　第2学年　「ソフトボール」　　　運動場
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　高宮中学校は，創立 63 年を迎える伝統ある学
校である。福岡市の中心である天神地区に隣接し，
学級数 20の中規模校である。
　校門を入って右手には，大楠・ヒマラヤ杉・欅
など数十種の樹木が植えられ，「高宮の園」として
親しまれ，校歌にも歌われている。
　生徒は，学習や行事に意欲的に取り組んでおり，
生徒会活動や部活動も活発である。
特に生徒会では，「挨拶日本一」をめざして，毎日
の挨拶を実践している。また，ネット問題を自分
達の問題として取り上げネット利用の際のルール
を定めた『高中ネット宣言』を行い，取り組んで
いる。

学　校　概　要

学 校 名

校 長 名

学 級 数

所 在 地

連 絡 先

【学校紹介】

教育目標

「心豊かにたくましく，主体的・創造的に生きる力をもった生徒」の育成

めざす生徒像

（1）きびしさ
○　基礎的・基本的な知識・技能の習得のため，厳しく学習に取り組む生徒
○　人間らしく生きるために，厳しく自己向上に努める生徒
○　集団の中で自分の言動に責任をもち，主体的に生きていく生徒

（2）やさしさ
○　互いに敬愛し合い，他人の立場を認め，思いやることができる生徒
○　美しいものに対し，素直に喜び感謝できる生徒
○　集団の一員として，互いに助け協力できる生徒

（3）たくましさ
○　強くたくましい心と健康な身体をもった実践力のある生徒
○　信念と勇気をもって，粘り強くやり遂げる生徒
○　自己の可能性を追究し，自己形成を進めていく生徒

概要

福岡市立高宮中学校

中　村　　　浩

20学級

〒815－0082  福岡市南区大楠3丁目11－1

TEL　092－531－2631　　FAX　092－531－2632

生 徒 数 686名

校　訓

きびしさ
やさしさ
たくましさ
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研究主題

体育的学力の確かな定着を目指した，「わかってできる」体育授業
－知識と技能を関連させた学習を通して－

福岡市立高宮中学校

1 主題設定の理由
（1）大会主題との関わりから

大会主題は，運動の楽しさ（特性や魅力）に触れながら運動を展開する中で，「できる」「わ
かる」「かかわる」「活用する」喜びに浸り，活動と喜びとの往復を繰り返すことによって指導
内容を確実に習得させていくことを目指したものである。

これらの4つの喜びのうち「できる」（技能）と「わかる」（知識）については，学習指導要
領解説＜保健体育科編P.19＞において，以下の内容が記述されている。

単に運動に必要な知識や技能を身につけるのではなく，運動の行い方などの科学的理解のも
とに運動の技能を身につけたり，また，運動の技能を身につけることで一層その理解を深めた
りするなど，知識と技能を関連させて学習することが大切である。

また，中央教育審議会の初等中等教育分科会「健やかな体を育む教育の在り方に関する専門部
会」においては，『「わかってできる」「できてわかる」という関係において身体能力の向上は
知識に支えられている。』と述べられている。

これらのことから，本校では，前に示した4つの喜びから特に「できる」喜び（技能）と「わ
かる」喜び（知識）に着目し，それらを関連させて学習することが，運動の技能及び知識，思
考・判断，さらには態度，いわゆる「体育的学力」の確かな定着につながると考えた。

（2）本校の実態から
本校は，福岡市の中心である天神地区に隣接している，20クラス（特別支援学級含む）の中

規模校である。生徒の実態としては，各教科の学習や学校行事に意欲的に取り組んでおり，生徒
会活動や部活動も活発である。

保健体育科の授業に関しても同様で，まじめに意欲的に取り組んでいる。そのため，「関心・
意欲・態度」や「知識，思考・判断」については，個人差はあるもののおおむね満足できる状況
にある生徒が多い。一方，「運動の技能」については，小学校時より，スポーツチームに所属
し，日常的に運動を続けてきた生徒と，運動経験の乏しい生徒との差が大きく，いわゆる「二極
化」の傾向にある。

これまで本校では，主に球技や武道の学習において，「ルールの簡素化」や「用具の選定・工
夫」などを行い，全ての生徒が運動の楽しさ（競争などの機能的特性）に触れることができる授
業づくりに取り組んできた。

しかし，楽しさのみの追求に偏ると，文化としてのスポーツから遠ざかったり，技術が身につ
かないまま，単元が終了してしまうなど，体育的学力を定着させ切れていないなどの課題が残っ
た。その結果，ゲームや試合を通して，その運動の楽しさを味わうことはできたが，運動の技能
の伸びや上達したという実感を十分に味わうことができない生徒も多かった。

そこで，その運動の楽しさをより味わわせ，運動の技能の伸びを実感させるためには，まず，
学習指導要領に示された指導内容つまり「体育的学力」を確実に定着させることが課題であると



− 134 −

考えた。その際，愛好的な態度や公正・協力・責任などの態度を育むとともに，運動の行い方な
どの科学的理解についての学習や自分なりの思考・判断などをもとに「わかってできる」ように
なることととらえ主題を設定した。

2　主題の意味
（1）「体育的学力の確かな定着」とは

体育的学力とは，共通主題の中でも述べられているとおり，中学校学習指導要領（保健体育
編）に示された運動に関する「技能」や「態度」，「知識，思考・判断」のことである。これら
の学習内容を獲得し，生涯にわたって，真に運動やスポーツに親しんでいく基盤を身につけるこ
とと考えている。

（2）「わかってできる」とは
各領域の各種目において用いられる技術や戦術，作戦の具体的な行い方を科学的な知識として

理解し，その通りにできるということである。
「わかってできる」生徒の姿とは，獲得した知識をもとに自分の動きやプレイをイメージし，そ

のイメージ通りに運動ができ，コツやポイントを自分の言葉で言語化できるものと考えている。

（3）「知識と技能を関連させた学習」とは
技能を身につけさせる上で，知識の学習は必要不可欠であり，それは，無意識のうちに行われ

ているものである。しかし，体育的学力の確かな定着を目指す上では，この2つをより関連させ
た学習が必要であると考える。

そして，この「関連」を次の2点ととらえる。

（ア）知識から技能の習得に至るまでの思考
（イ）技能の習得による知識の深まりや新たな知識の発見

このように「知識と技能を関連させた学習」とは「知識から技能へ」，「技能から知識へ」の
過程に着目した学習ととらえる。

＜図1＞
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3　研究の目標

体育的学力の確かな定着を図る体育授業を構築していくための，知識と技能
を関連させた指導法を究明していく。

4　研究の仮説
知識と技能を関連させた指導法を以下の着眼点から具現化すれば，生徒は運動の行い方などの科

学的な理解をもとに思考・判断し，「わかってできる」ようになるとともに，運動のコツやポイン
トを自分の言葉で言語化できるなど，体育的学力の確かな定着に結びつくであろう。

①身につけさせる「体育的学力」の関連分析と単元計画への位置づけ
・各単元において，身につけさせる体育的学力（主に技能と知識の関連）を学習指導要領

および解説に基づいて分析，整理し，効果的に学習指導過程に位置づける。
②「知識」と「技能」を関連させた学習指導過程の構築

・運動の行い方やコツなどの科学的理解に基づいた技術や戦術，作戦の指導をより効果的
に進めるための学習指導過程を構築する。

③「知識」と「技能」を関連させた学習指導における具体的な支援の工夫
・『わかる』ために必要な学習資料及び，獲得した知識をもとに技能を身に付ける，『で

きる』ための学習資料を作成する。

5　研究の構想
（1）身につけさせる「体育的学力」（主に技能と知識の関連について）の分析と単元計画への位

置づけ
保健体育科における身につけさせるべき「体育的学力」とは，言うまでもなく，学習指導要領

に示された「技能」や「態度」，「知識，思考・判断」のことであり，これらは，保健体育科が
目指す，「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成」にとって必要不可欠なものである。
また，これらは，どれが最も重要かというような優先順位があるものではなく，それぞれが目標
達成のための重要な要素となっている。

さらに，これらは，それぞれを全く切り離して生徒に学習させるものでもない。技能を習得さ
せるためには，その具体的な行い方などの知識の学習が必要であり，技能を習得していく過程に
は，生徒自らの思考・判断や新たな知識の発見が生まれる。加えて，その学習を支えるのは生徒
一人ひとりの愛好的な態度や公正や協力などの態度である。このようにそれぞれの要素が互いに
関連しあって目標達成のための力となる。これらのことから，「体育的学力の確かな定着」をめ
ざす上では，それぞれの体育的学力を関連づけて指導することが必要であると考える。

そこで本校では，前述した学習指導要領解説＜保健体育科編P.19＞の内容に基づき，特に技
能と知識の関連に着目した。まず，「各種目おいて用いられる技術」（技能）を学習指導要領お
よび解説から抜き出し，「その具体的な行い方」（知識）を指導の際のポイントとして整理す
る。このことにより，「技能を身につける際のポイント＝知識」という関連が明確になる。さら
に，単元目標を達成するために，その指導を単元計画のどこに位置づけることが有効かを検討し
た。

図3はベースボール型（中学校1・2年）における技能と知識の関連を整理し，単元計画に位置
づけたものである。
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（2）「知識」と「技能」を関連させた学習過程の構築
「わかってできる」生徒の姿とは，先でも述べたように，「獲得した知識をもとに自分の動きや
プレイをイメージし，そのイメージ通りに運動ができ，コツやポイントを自分の言葉で言語化で
きるもの」と考えている。その姿に迫るためには，知識としての技能ポイントを確実に獲得さ
せ，その知識をもとに「やってみる（イメージ化）」，「確認し，課題を設定する（自覚）」，
「課題を解決する（修正）」「言葉に戻す（言語化）」という一連の流れが有効であると考え
た。

＜図2＞

（3）「知識」と「技能」を関連させた学習指導における具体的な支援の工夫
①「知識の獲得」の場面

技能の習得に必要な知識を獲得していく上では，その技術の構造やポイントとなる具体的な
行い方を教師から一方的に伝えるのではなく，運動経験をもとに生徒が自ら獲得していくこと
が必要であると考えた。そこで，知識を獲得するための学習資料を発問形式にし，生徒自らが
実際に試しながら，ポイントを発見していけるようにした。（ポイントゲットカード）

②「動きの自覚」の場面
獲得した知識をもとに実際にやってみて，すぐにできるようになる生徒はごく一部である。

そこで自分の動きを確認し，自分の課題を明らかにするための学習資料が必要であると考え，
学習資料をもとに動きをチーム内で相互評価し，一人ひとりの課題を明らかにできるようにし
た。このチェック項目は，言うまでもなく，先に獲得した知識のことである。（スキルチェッ
クカード）

③「動きの修正」の場面
明らかになった課題を解決するための活動を生徒自身で考え，実行することは非常に難し

く，本校の実態を見ても生徒は，そこまで至っていない。そこで，課題に応じた練習方法を教
師側から提示し，自分の課題に合った練習方法を選択できるようにした。（スキルアップカー
ド）
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④「動きの言語化」の場面
毎時間の授業の振り返りや，単元全体の振り返りの場面において，学習内容や技術のポイン

トをキーワードを用いながら自分の言葉で振り返ることにより，獲得した知識をより深めた
り，振り返ることで，新たなコツを発見できると考えた。（振り返りカード）

（4）研究構想図
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6　実践事例
（1）単元名　　　第1学年　球技【ソフトボール】

（2）単元目標　　①基本的なバット操作とボール操作を身に付け，簡易ルールでのゲームを楽しむ
ことができる。

②ルールやマナーを守り，チームで協力して練習やゲームができる。
③ソフトボールの特性や行い方を理解することができる。
④自己の課題を見つけ，課題解決に向けた活動ができる。

（3）取り組みの実際
①身につけさせる「体育的学力」（主に技能と知識の関連について）の分析と単元計画への位置

づけ

②「知識」と「技能」を関連させた学習過程の構築
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③「知識」と「技能」を関連させた学習指導における具体的な支援の工夫
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7　研究の成果と課題
本研究では，身に付けるべき『体育的学力』のうち，主に「知識」と「技能」を関連させた学

習を進めることにより，「わかってできる」生徒を育て，その過程で，「思考・判断」や「態
度」を含めた『体育的学力』が定着すると考えた。

まず，教師側として，身につけさせる「体育的学力」（主に技能と知識の関連について）を分
析し，単元計画への位置づけたことにより，知識＝技能習得のポイントという関連が明らかにな
り，どの場面で何を教えるかが明確になった。

さらに，「知識」と「技能」をより関連させた学習指導過程として，知識の獲得→動きのイ
メージ化→動きの自覚→動きの修正→動きの言語化という一連の流れを生徒に示し，それぞれの
活動において，獲得した知識を活用させることにより，生徒は思考を働かせて積極的に運動に取
り組むようになった。生徒との対話や振り返りカードの記入内容を見てみると，今まで学習の結
果や過程について，抽象的な表現しかできていなかった生徒が多かったが，今回の取り組みを続
けることにより，技能の習得に必要なポイントやコツなどをより具体的に自分の言葉で表現でき
るようになった。これは，生徒がただ漠然と運動に取り組んだのではなく，知識をもとに思考を
働かせて運動に取り組んだ結果ではないと考える。

また，それぞれの学習を効果的に進めるための学習資料は，ねらい達成のための手だてと同時
に，協力や愛好的な態度などの「態度」面の向上に対しても有効であった。カードを中心に顔を
寄せ合い，意見交換やアドバイスをする場面からその効果は十分に感じられた。このように，獲
得した知識をもとに，運動を行い，その過程において，協力などの態度や課題に対する思考・判
断する場面が見られたことは，一定の成果と言えるものである。

一方で，主題設定の理由にも上げていた，「運動技能の伸びを実感」という点においては，十
分とは言えなかった。運動経験の乏しい生徒は，知識として頭ではわかっていても，その通りに
できないとことが多く，単元を終了したときに技能の高まりを実感することができない生徒もい
た。特に球技においては，タイムなどの記録や技の完成などとして実感することが難しい。しか
し，ねらいにそって，意欲的に取り組んだ生徒は，少なからず，何らかの成果はあるはずであ
る。そこで，今回は，主に1・2学年において，基礎・基本の定着に目を向けてきたが，今後は，
身につけた体育的学力を生かし，一人一人が単元終了時に技能の高まりや所属感などを味わうこ
とができ，わかってできる，できてわかるという知識と技能の相互の関連をさらに高める体育学
習にも取り組んでいきたい。こうした取組から得られる「有能感」が次のステップへ向かう大き
な力になるのではないかと考える。


